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「
物
は
生
き
て
い
る
の
か
？
」
と
言
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
多
く
の
人
は
「
物
」
を
大

事
に
使
い
こ
な
せ
ば
生
き
て
い
る
と
同
じ
だ
と
言
う
こ
と
で
す
か
ね
、
と
答
え
る
で
し

ょ
う
。
つ
ま
り
、
着
物
も
、
道
具
も
、
機
械
も
、
金
銭
も
皆
生
き
て
い
て
、
大
切
に
使

え
ば
、
そ
の
持
ち
主
の
た
め
に
喜
ん
で
働
く
し
、
逆
に
粗
末
に
扱
え
ば
、
持
ち
主
に
反

抗
す
る
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
腹
を
立
て
て
食
っ
て
か
か
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
概
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
と
い
う
の
は
、
物
を
大
事
に
し
な
い
場
合
の
と
き
が

多
い
の
で
し
ょ
う
ね
。 

 

仕
事
に
精
根
を
か
た
む
け
る
人
は
、
ま
ず
用
具
の
手
入
れ
を
十
分
に
し
、
用
具
を
大

切
に
し
ま
す
。
用
具
を
わ
が
手
足
の
ご
と
く
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
衣
服
を
も
、
わ
が

身
体
の
ご
と
く
愛
す
る
だ
け
で
な
く
、
わ
が
子
の
ご
と
く
愛
し
、
慈
し
む
。
そ
う
し
た

物
を
大
切
に
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
こ
の
上
も
な
い
良
い
物
が
、
た
と
え
よ
う
も
な

く
素
晴
ら
し
い
も
の
が
、
沢
山
に
産
み
だ
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。「
物
」
を
象
徴
し
、
す

べ
て
の
財
を
具
象
し
た
の
が
金
銭
で
あ
り
ま
す
。
金
銭
は
物
の
中
で
、
最
も
敏
感
な
生

き
物
で
す
。
金
銭
は
こ
れ
を
大
切
に
す
る
人
に
集
ま
る
と
言
い
ま
す
。
本
当
に
金
銭
が

集
ま
る
人
が
大
切
に
す
る
心
根
は
、
無
駄
に
使
わ
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
更
に
金
銭
を
生
か

し
て
使
う
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。 

物
は
、
人
と
同
じ
よ
う
に
生
き
て
い
ま
す
。
人
が
徳
の
高
い
人
の
も
と
に

集
ま
る
よ
う
に
、
物
も
ま
た
、
少
し
で
も
よ
く
働
か
し
て
く
れ
る
人
の
所
に

集
ま
る
も
の
で
す
。
物
を
本
当
に
働
か
す
と
は
、
必
要
と
あ
ら
ば
思
い
切
っ

て
こ
れ
を
使
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
金
銭
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
同
様
で
、

そ
の
人
の
努
力
に
正
比
例
し
て
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
財
貨
は
喜
ん
で
働
く
人

に
自
然
に
恵
ま
れ
ま
す
。
充
実
感
を
ど
れ
だ
け
持
っ
て
働
く
か
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
の
充
実
感
に
付
随
し
て
金
銭
が
伴
っ
て
く
る
と
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
こ
の
集
ま
っ
た
金
銭
を
、
無
駄
な
く
生
か
し

て
使
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

一
見
不
合
理
の
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
い
目
で
見
て
い
る
と
、
ま
こ

と
の
働
き
に
よ
ら
ず
に
得
た
金
は
、
不
時
の
出
費
の
た
め
に
飛
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
あ
る
い
は
、
金
銭
の
た
め
に
か
え
っ
て
苦
し
む
と
い
う
こ
と
に
も
、

ま
た
、
金
が
あ
る
た
め
に
不
幸
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、「
金

銭
は
そ
の
人
の
働
き
に
応
じ
て
、
自
然
に
恵
ま
れ
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
は
、

私
た
ち
の
綜
合
体
験
で
あ
り
、
皆
さ
ん
が
会
得
し
て
い
る
人
倫
の
哲
理
な
の

で
す
。
二
宮
尊
徳
と
い
う
方
が
、
弟
子
に
示
し
た
「
盥(

た
ら
い)

の
水
の
例

話
」
の
よ
う
に
、
欲
心
を
起
し
て
水
を
自
分
の
方
に
か
き
寄
せ
る
と
、
向
こ

う
に
逃
げ
る
。
人
の
た
め
に
と
向
こ
う
に
押
し
や
れ
ば
わ
が
方
に
帰
っ
て
く

る
と
、
諭
し
て
い
ま
す
。
金
銭
も
、
物
も
、
人
の
幸
福
も
ま
た
同
じ
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
。 

 

物
は
こ
れ
を
愛
す
る
人
に
よ
っ
て
産
み
だ
さ
れ
、
こ
れ
を
大
切
に
す
る
人

の
為
に
働
き
、
こ
れ
を
生
か
す
人
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
す
べ
て
生
き
て
い

る
か
ら
な
の
で
す
。
物
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
の
人
柄

（
人
間
性
）
が
滲
み
出
て
来
る
の
で
す
。「
望
洋
荘
」「
せ
ん
し
ょ
う
苑
」
に

働
く
皆
さ
ん
の
優
し
い
心
も
物
な
の
で
す
。
そ
れ
を
多
く
の
方
々
に
与
え
て

下
さ
い
。 
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二
月
三
日(

金)

午
前
十
時
よ
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

望
洋
荘
豆
ま
き
大
会
を
実
施
し
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
。
年
男
・
年
女
の
入
居
者
様
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

よ
り
、
施
設
内
を
廻
っ
て
頂
き
、
「
鬼
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
、
福
は
内
」
と
元
気
一
杯
、
豆
を
ま 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
頂
き
ま
し
た
。 

                      

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
年
も
た
く
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
が
来
ま
す
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、
お
願
い
致
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
す
。 

             

 
 
 
 
 
 
 

二
月
十
八
日(

土)

午
前
十
一
時
よ
り
、
塩 

 
 

 
 

 
 

屋
岬
ホ
ー
ル
に
て
、
薄
磯
・
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

 
 

 
 

 
 

合
同
「
家
族
交
流
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

テ
ー
ブ
ル
一
杯
に
盛
り
付
け
ら
れ
た
、
お
寿 

 
 

 
 

 

、
司
、
オ
ー
ド
ブ
ル
、
デ
ザ
ー
ト
等
を
美
味
し 

 
 

 
 

 
 

く
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

御
家
族
様
と
、
楽
し
い
団
欒
の
ひ
と
と
き
を 

 
 

 
 

 
 

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

                    

望洋荘豆まき大会 

薄磯・豊間ユニット合同家族交流会 
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二
月
三
日
（
金
） 

午
前
十
時
よ
り
、
せ
ん
し
ょ
う
苑
「
豆
ま

き
」
を
行
い
ま
し
た
。
大
正
五
年
生
ま
れ
と
昭
和
三
年
生
ま

れ
の
年
男
二
名
・
年
女
三
名
の
入
居
者
様
が
元
気
に
大
声
で
、

鬼
は
外
！
福
は
内
！
の
掛
け
声
で
「
豆
ま
き
」
を
行
い
一
年
の

邪
気
と
災
厄
を
祓
い
ま
し
た
。 

結
構
元
気
な
豆
ま
き
で
、
豆
が
当
た
る
と
痛
か
っ
た
た
め

鬼
も
逃
げ
る
の
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

                  

                            

   

二
月
二
二
日
（
水
）
せ
ん
し
ょ
う
苑
と
望
洋
荘
に
於
い
て
、
落

語
家
の
古
今
亭
志
ん
橋
師
匠
・
蝶
花
桜
馬
楽
師
匠
・
古
今
亭
志

ん
丸
師
匠
に
よ
る
「
寿 

獅
子
舞
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
獅
子

舞
は
猫
の
よ
う
な
柔
ら
か
な
動
き
と
、
猛
獣
の
よ
う
な
荒
々
ら

し
い
動
き
ま
さ
に
芸
術
的
な
舞
で
し
た
。
入
居
者
様
の
頭
を
獅

子
が
が
ぶ
り
と
噛
み
、
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
師
匠
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

                    

「
豆
ま
き
」 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

ファミリーレストラン「ガスト」でティータイム 

「
寿 

獅
子
舞
」
披
露  

せ
ん
し
ょ
う
苑 

12月に 2回と 2

月に 3 回「ガスト」

でのティータイムを

開催いたしました。 

入居者さま 3名

ずつ実施致しまし

た。参加者の皆様

にはパンケーキと

あんみつ等が人気

メニューです。美

味しいものを食べ

ると皆様自然と笑

みがこぼれます！ 
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昨
年
の
三
月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の

自
己
負
担
金
お
よ
び
食
費
と
居
住
費
が
全
額
減
免
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
の
減
免
期
限
が
今
月
末
日
（
二
月
二
十
九

日
）
で
終
了
と
な
り
ま
す
。 

新
た
に
厚
生
労
働
省
二
月
九
日
の
通
知
に
よ
り
ま
す
と
、

食
費
と
居
住
費
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
予
定
通
り
平
成
二
十

四
年
二
月
二
十
九
日
で
終
了
と
な
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
金

（
一
～
三
割
負
担
金
）
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
延
長
と
な

り
ま
す
。 

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
警
戒
区
域
等
の
方 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
一
年
間
延
長 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
（
半
壊
以
上
）
の
方 

平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
半
年
間
延
長 

 

な
お
、
食
費
と
居
住
費
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
全
額
減

免
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、
世
帯
所
得
（
前
年
度
世
帯
所
得
）

に
よ
っ
て
は
食
事
と
居
住
費
の
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ

い
て
は
、
望
洋
荘
及
び
、
せ
ん
し
ょ
う
苑
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
施
設
で
ま
と
め
て
、
い
わ
き
市
役
所
に
申
請
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

ご
不
明
な
事
や
ご
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
生
活
相
談

員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

   

望
洋
荘 

三
月 

三 

日 (

土) 

塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

午
後
二
時
～
四
時 

「ひ
な
祭
り
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ
」 

三
月
十
八
日 (

日) 

塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

午
前
十
一
時
～ 

「四
倉･

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
家
族
交
流
会
」 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

三
月 

三 

日 (

土) 

み
ま
や
広
場 

午
後
三
時
～ 

  

「ひ
な
祭
り
」 

三
月
十
六
日 (

金) 

ス
シ
ロ
ー
谷
川
瀬
店 

午
後
一
時
～ 

「外
食
ツ
ア
ー
」 

み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト 

【
三
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 
望
洋
荘 

三
月 
四 

日
（
日
） 

 
 
 

豊 
間 

鈴
木
ト
キ
子 

様  
(

九
〇
歳) 

誕
生
会 

三
月 

五 

日
（
月
） 

 
 
 

薄 

磯 

安
田  

久
子 

様  
(

九
三
歳) 

誕
生
会 

三
月 

七 

日
（
水
） 

 
 
 

豊 

間 

阿
部  

タ
カ 
様  

(

九
六
歳) 

誕
生
会 

三
月 

十 

日
（
土
） 

 
 
 

四 

倉 

小
松  

仙
松 

様  
(

八
一
歳) 

誕
生
会 

三
月
十
七
日
（
土
） 

 
 
 

豊 

間 

星    

敏
子 

様  
(

八
三
歳) 
誕
生
会 

三
月
二
〇
日
（
火
） 

 
 
 

勿 

来 

熊
田  

昭
八 

様  
(

八
五
歳) 

誕
生
会 

 

三
月
二
四
日
（
土
） 

 

薄 

磯 

高
木  

ウ
ン 

様   (

九
〇
歳) 

誕
生
会 

三
月
二
五
日
（
日
） 

 

永 

崎 

青
木
ア
サ
ヨ 

様 (

一
〇
一
歳) 

誕
生
会 

三
月
二
八
日
（
水
） 

 

四 

倉 

中
野
サ
ワ
子 

様   (

八
八
歳) 

誕
生
会 

三
月
二
九
日
（
木
） 

 

永 

崎 

財
津  

シ
ツ 

様   (

九
六
歳) 

誕
生
会 

三
月
三
〇
日
（
金
） 

 
  

薄 

磯 

政
井 

一
郎 

様   (

八
二
歳) 

誕
生
会 

 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

  

三
月
十
三
日
（
火
） 

 
 

み
ま
や
東 

岡
田 

ト
キ 

様 
(

九
〇
歳) 

誕
生
会 

 

三
月
二
〇
日
（
火
） 

 
 

み
ま
や
南 

関
野 

フ
ク 

様 
(

九
〇
歳) 

誕
生
会 

 

三
月
二
四
日
（
土
） 

 
 

み
ま
や
東 

山
崎
ヨ
シ
子 

様 
(

九
六
歳) 

誕
生
会 

         

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 

話 
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三
月
の
行
事
予
定 
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
減
免
に
つ
い
て 


